
 
自治体病院における救急告示病院の構成比（2009年度）
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*出所：総務省「地方公営企業年鑑（平成21年4月1日～平成22年3月31日）」

（　）内はn数。　n<10のカテゴリは非表示。

（％）

 自治体病院では、おおむね看護基準が低くなるにしたがって、救急告示病院の割合が少なくなっ
ているが、同じ看護基準の場合、不採算地区の病院は、不採算地区以外よりも救急告示病院の
割合が高い。特に不採算地区の15対1では、救急告示病院の割合は82.2％であり、不採算地区
以外の13対1、15対1に比べてきわめて高い。 
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*出所：「地方の中小病院の現状について－入院基本料15対1に注目した分析－（自治体病院の例）」 2011年6月, 日医総研ワーキングペーパーNo.235 


